
　

授
業
開
始
の
合
図
と
共
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の

映
像
が
映
し
出
さ
れ
、
大
神
弘
巳
先
生
が

呼
び
掛
け
る
。「
今
日
の
ペ
ア
と
グ
ル
ー

プ
に
な
る
人
に
挨
拶
し
て
く
だ
さ
い
」。

生
徒
が
前
後
左
右
の
生
徒
と
目
礼
を
交
わ

す
と
、
い
よ
い
よ
授
業
が
始
ま
る
。

　

今
回
の
授
業
は
、
３
年
生
・
世
界
史
の

「
地
域
紛
争
の
激
化
と
深
刻
化
す
る
貧
困
」

（
図
１
）。
先
進
国
と
途
上
国
の
格
差
、
飢

餓
や
貧
困
、
内
戦
な
ど
の
諸
問
題
に
つ
い

て
知
り
、
南
北
問
題
や
南
南
問
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
の
が
狙
い
だ
。

　

前
掲
の
座
談
会
を
受
け
て
、
大
神
先
生

が
授
業
改
善
に
据
え
た
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ

は
、
ル
ー
ル
の
徹
底
だ
っ
た
。
強
引
に
議

論
を
リ
ー
ド
し
よ
う
と
す
る
生
徒
、
他
者

に
安
易
に
同
調
す
る
生
徒
を
生
ま
な
い
た

め
に
、
冒
頭
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
で
「
積
極
的
に
参
加
す
る
」「
お
互

い
の
考
え
を
尊
重
す
る
」「
お
互
い
協
力

し
て
結
論
を
導
く
」
の
３
項
目
を
示
し
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
促
し
た
。

　

大
神
先
生
の
授
業
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
ス
ラ
イ
ド
を
最
大
限
に

活
用
す
る
。
板
書
は
一
切
せ
ず
、
手
元
に

は
授
業
で
使
う
プ
リ
ン
ト
が
１
枚
あ
る
だ

け
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
目
的
は
、
板
書
の
時

間
を
節
約
す
る
こ
と
、
生
徒
の
目
線
を
上

げ
る
こ
と
に
あ
る
。
先
生
が
生
徒
に
背
中

を
向
け
る
こ
と
は
な
く
、
生
徒
も
手
元
の

教
科
書
や
資
料
集
に
目
を
落
と
す
必
要
が

な
い
た
め
、
常
に
顔
を
上
げ
て
い
ら
れ
る
。

写
真
や
デ
ー
タ
だ
け
で
は
な
く
、
偉
人
が

演
説
し
た
際
の
音
声
デ
ー
タ
な
ど
を
駆
使

し
て
生
徒
の
五
感
に
訴
え
掛
け
る
の
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
な
ら
で
は
の
強
み
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
世
界
地
図
が
映
し

出
さ
れ
る
。
飢
餓
地
帯
を
示
し
た
地
図
だ

が
、
生
徒
に
は
地
図
の
タ
イ
ト
ル
は
伏
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
何
の
地
図
な
の
か

を
考
え
る
の
が
最
初
の
課
題
だ
。「
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
号
令
が
出
る

と
、
生
徒
は
慣
れ
た
様
子
で
５
〜
６
人
で

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
討
議
を

開
始
す
る
。「
何
で
貧
困
だ
と
思
う
？
」「
中

国
も
貧
富
の
差
が
激
し
い
よ
」。
生
徒
は

お
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
積

極
的
に
話
し
合
い
を
進
め
る
。

　
「
ヒ
ン
ト
は
世
界
の
死
亡
原
因
の
１

位
」。
討
議
の
途
中
で
、
大
神
先
生
が
話

し
合
い
を
集
約
さ
せ
て
い
く
た
め
の
言
葉

を
投
げ
掛
け
る
。
そ
れ
か
ら
５
分
程
話
し

合
わ
せ
た
上
で
答
え
合
わ
せ
。
先
生
は
、

「
Ａ
＝
地
域
紛
争
」「
Ｂ
＝
犯
罪
件
数
」「
Ｃ

＝
飢
餓
状
況
」「
Ｄ
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
率
」

授業開始のチャイムと共に雑談はピタリと止まり、背筋を伸ばして授業
開始の挨拶。凛とした空気が教室を覆う。

今回のクラスは進学希望者が半分程度。興味・関心を刺激して学習意欲
を高め、自ら学ぶ姿勢をつくることが課題のクラスである。

生
徒
の
自
覚
を
促
す

グ
ラ
ン
ド
ル
ー
ル
の
提
示

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

知
的
好
奇
心
と
課
題
意
識
を
喚
起
す
る
授
業

課
題
意
識
を
高
め
る
た
め
に

資
料
の
示
し
方
を
工
夫

事
例

2
福
岡
県
立
小
倉
南
高
校　

大
神
弘
巳
〈
世
界
史
〉
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特
集　

こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

の
４
つ
の
選
択
肢
を
示
し
、
生
徒
は
一
斉

に
自
分
の
解
答
を
示
す
。
生
徒
の
解
答
は
、

紛
争
と
飢
餓
が
多
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
答
え
が
明
か
さ
れ
る
と
共
に
、

飢
餓
は
爆
発
的
に
増
え
て
い
る
こ
と
、
現

在
も
１
分
間
に
17
人
が
飢
餓
で
命
を
落
と

し
て
い
る
現
状
が
大
神
先
生
か
ら
語
ら
れ

た
。
そ
し
て
先
生
は
「
こ
ん
な
こ
と
思
っ

て
い
な
い
で
す
か
？
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
「
飢
餓
は
貧
し
い
国
だ
け
の
問
題
」

「
働
か
な
い
か
ら
飢
餓
に
苦
し
む
こ
と
に

な
る
」
と
い
っ
た
言
葉
を
映
し
、
生
徒
に

問
い
掛
け
る
。「
で
は
、
飢
餓
の
原
因
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」。

　
「
授
業
全
体
を
通
し
て
特
に
意
識
し
て

い
る
の
は
、
い
か
に
課
題
意
識
を
高
め
る

か
。
自
分
と
は
関
係
の
な
い
遠
い
国
や
過

去
の
話
だ
と
思
っ
た
瞬
間
に
、
学
習
は
単

な
る
作
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
主
体

的
に
授
業
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
、
課
題

意
識
を
持
た
せ
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で

す
」（
大
神
先
生
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
２
枚
目
の
地
図
が

＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」～「D3」までの１５段階がある

学習内容

自校の生徒の特性を踏ま
えた各学習内容における主
な目標（身に付けさせたい

力・姿勢）

左記の力・
姿勢の

「学力の３要素」
への分類

左記の力・姿勢を
育むための指導内容

教師による発問・
働き掛けの内容

教師が特に
観察・配慮すべき点

現代世界の各種
資 料を提 示し、
飢餓・貧困などの
南北の格差問題
を考察する。

資料を読み取る力と既存
の知識から多面的・多角
的に考察する能力

知識・技能
思考力

何も手掛かり（ヒント）を提示
せずに、資料（題名を隠した飢
餓マップ）を提示し、その題名
（データ）を問う。まず、生徒
それぞれ個人で思考し、候補と
して可能性があるものを出来る
だけ多く挙げられるように促す。

地図の資料が負の要素であること
を気付かせる。関連する資料を提
示することで、課題の根深さ・複
雑さをイメージさせる。

解答が複数となるオープンな
発問のため、個人で考える時
間を十分に確保する。

班で協力して問題を解決
する能力

多様性・協働性 ５～６人の班を編成。お互いの
考えを基にして、班全員で協力
して作業する。全員が協議に参
加できるようにグループワーク
のルールを示す。

グループワークのルールを示すこと
で、協議のスムーズな進行を促す。
関連するいくつかの選択肢を提示
し、答えるだけでなく、選択理由
を求めることで理解を深化させ、
班員全員によって合意に自ら至る
ことが出来るように働き掛ける。

生徒の特性を把握し、全員が
公平に安心して協議できる場
（フラットゾーン・コンフォート
ゾーン）を設定することで、お
互いを尊重し、それぞれ個人
の思考を大切にする態度を育
成する。

データを読み取る力と既
存の知識から多面的・多
角的に考察する能力

知識・技能
思考力

協議の焦点化を促すため、新
たな手掛かり（ヒント）を提示
する。２つの事項（地図とヒント）
から、更に具体的な解答を協
議する。

２つの資料を明示することから、
課題をより明確に出来るように働
き掛ける。

独善的な協議支配や集団圧力
による同調行動に陥らないよ
うに、注意深く机間指導する
ことで、班協議のスムーズな
進行のサポートを行う。

協議内容を適切に考察し、
有用な意見・情報をまとめ
導いた結論を、適切に表
現・説明する能力

表現力 班で協議した内容を班ごとに発
表し、クラスで共有する。

発表が解答だけで終わらず、円滑
に行われるように、選択理由を問
うなど、臨機応変に助力する。

発表者が内容・声量・速さなど、
分かりやすく発表しているかを
観察する。

飢餓の特徴を考
察し、その原因を
探る。その原因の
１つである貧困が
もたらす諸問題か
ら南北問題につい
て考察する。

地域による特徴から有用
な情報を選択して読み取
る力

技能
判断力

生徒それぞれが資料（飢餓マッ
プ）を考察し、地域の特徴を
分析する。

クローズドクエスチョンでテンポ
良く解答するために、空欄問題を
事前に準備する。

資料を根拠に公正に判断する
態度を養わせる。

資料を読み取る力と既存
の知識から多面的・多角
的に考察する能力

知識・技能
思考力

協議の手掛かりとして新たな資
料（題名を隠した貧困率マップ）
を提示する。２つの資料から更
に協議する。

2 つの資料が類似していることか
ら、問題の根深さや複雑さなどに
気付くように働き掛ける。

世界史を点ではなく面で理解
できるように、異なる要因を
総合的に見る目を養う。

現代世界の状況について
講義や資料を基に理解を
深化させる力と多面的・多
角的に考察する能力

知識・技能
思考力

貧困問題から現代世界の諸課
題を発見し、新たにインプット
した事実を基に、生徒がそれぞ
れ、またはグループで考察する。

具体例を示し、貧困は根源的な問
題であることを導き、複数の解答
を求めることで思考を深化させる。

解答が複数となるオープンな
発問のため、個人で考える時
間に配慮する。

南南問題を通して
発展途上国の格
差について考察す
る。発展途上国
の問題から現代
世界の課題を学
ぶ。

現代の世界の諸問題を知
ることで課題意識を高め、
それを意欲的に探究しよ
うとする力

主体性・多様性 現代の世界の人口爆発・内戦・
紛争などの諸問題を知ることか
ら、今日的課題を発見する。

生徒の心を揺さぶり、課題を実感
できるような、タイムリーで今日的
な問題を題材に選ぶことで協議の
活性化を促す。

・偏った立場からの取り扱い
は避け、生徒自身が客観的、
公正な目で取り扱えるように
支援する。　　　　　　　　
・全員が話し合いに参加でき
ているか、他人の意見や態度
を尊重できているか、建設的
な協議が出来ているか、観察、
配慮する。

本時に学んだ内容から自
ら根拠を探して、班で協
力して問題解決を成し遂
げる力

主体性・多様性・
協働性

５～６人の班を編成。お互いの
考えを基にして、班全員で協力
して作業する。全員が協議に参
加できるように、役割分担を示
す。

ＮＰＯなどの例を示し、これらの
課題が全人類的課題であることに
気付かせる。

班で協議した内容を他の
班員に説明し、理解させ
る力

表現力 それぞれ１～６班の班員で班を
再編成し、班ごとに自分の班
で協議した内容をそれぞれ発表
し、クラスで共有する。

班ごとに協議が活性化できるよう
に、声掛けなどの働き掛けを行う。

内紛が続くアフガ
ニスタンの現状に
ついて考察する。

現代の世界の諸問題を知
ることで課題意識を高め、
それを意欲的に探究しよ
うとする力

知識
主体性

具体的な現代の世界の諸問題
について多面的・多角的に考察
する。

紛争被害者の立場から考える。

今回の単元につ
いての振り返り（リ
フレクション）シー
トを作成する。

客観的に自己や集団を分
析できる能力

判断力・表現力
協働性

振り返りシートの項目に沿って、
グループで協議する。

振り返りシートの意義・目的を説
明することで、形式的に協議が終
わることを防止し、協議の深化を
促す。

公正で客観的な立場で分析で
きているか観察する。

【教科・科目】地理歴史科　世界史B　【分野・単元】地域紛争の激化と深刻化する貧困　【テーマ・作品】第三世界の分化　
【設定時数】６時間中の１時間目　【本時全体の目標】現代世界の諸課題を資料から見いだし、現代社会の特質を理解する

図１ 大神先生の授業デザインシート〈３年生・世界史〉

生
徒
の「
気
付
き
」を
促
す

教
材
や
発
問
に
こ
だ
わ
る
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す
デ
ー
タ
が
矢
継
ぎ
早
に
示
さ
れ
、
再
び

大
神
先
生
が
問
い
掛
け
る
。「
本
当
に
世

界
は
食
糧
が
足
り
て
い
な
い
の
か
、
ペ
ア

で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」。
課
題
と
共

に
「
最
初
は
右
、
次
は
左
の
生
徒
が
意
見

を
述
べ
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
も
示
さ
れ
る
。

話
し
合
い
の
手
順
を
示
し
て
交
通
整
理
を

行
う
こ
と
で
、
空
白
の
時
間
を
な
く
す
の

が
狙
い
だ
。

　

途
上
国
の
実
情
が
分
か
り
か
け
て
き
た

生
徒
た
ち
に
も
、
こ
の
問
題
は
難
し
か
っ

た
よ
う
だ
。
３
分
程
ペ
ア
で
話
し
合
っ
た

後
、
挙
手
さ
せ
て
全
体
の
意
見
を
聞
く
。

食
糧
が
足
り
て
い
る
と
思
う
生
徒
と
、
足

り
て
い
な
い
と
思
う
生
徒
の
割
合
は
ほ
ぼ

半
々
。
実
際
は
地
球
の
全
人
口
の
２
倍
の

人
数
を
賄
う
だ
け
の
穀
物
が
生
産
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
廃
棄
さ
れ
て
い

る
。
日
本
国
内
で
も
食
糧
の
３
分
の
１
が

捨
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
。「
私
た
ち
に
も

出
来
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
先
生
は

思
い
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
、
再
び
生
徒
の

課
題
意
識
を
喚
起
す
る
。「
世
界
史
で
は
、

知
的
好
奇
心
を
喚
起
す
る
こ
と
が
特
に
大

切
。
知
り
た
い
、
理
解
し
た
い
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
、
解
決
し
た
い
と
い
う
主
体
的

な
意
識
に
ま
で
引
き
上
げ
た
い
」
と
大
神

先
生
は
言
う
。

　

大
神
先
生
の
授
業
で
は
、
生
徒
同
士
が

議
論
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
配
慮
さ
れ

て
い
る
。
生
徒
の
席
の
配
置
は
、
担
任
や

副
担
任
と
相
談
し
、
生
徒
の
学
力
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
人
間
関
係
ま
で
調
べ
た
上
で
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
生
徒
、

世
界
史
が
得
意
な
生
徒
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
入
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て

い
る
。

　
「
同
じ
よ
う
な
生
徒
が
集
ま
っ
て
も
刺

激
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ん
な
に

素
敵
な
料
理
で
も
、
会
食
す
る
メ
ン
バ
ー

に
魅
力
が
な
け
れ
ば
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
い
く
ら
教
材
が

良
く
て
も
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
同
士

の
相
性
が
良
く
な
け
れ
ば
、
学
習
意
欲
は

下
が
り
ま
す
。
議
論
を
活
性
化
す
る
上
で

メ
ン
バ
ー
の
選
定
は
非
常
に
大
切
で
す
」

（
大
神
先
生
）

　

そ
う
し
た
配
慮
に
は
生
徒
も
気
付
い
て

お
り
、「
先
生
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
構
成
、
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
」

と
言
う
生
徒
も
い
る
程
で
、
生
徒
自
身
も

居
心
地
の
良
さ
や
話
し
や
す
さ
を
感
じ
て

い
る
よ
う
だ
。

　

発
問
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

と
オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
バ
ラ
ン
ス

を
常
に
意
識
し
て
い
る
。「
日
本
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
？
」「
世
界
の
首
都
で
一
番

人
口
が
多
い
の
は
？
」
と
い
っ
た
ク
ロ
ー

ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
合
間
に
、
飢
餓
の

原
因
や
貧
困
が
も
た
ら
す
問
題
な
ど
、
多

様
な
答
え
が
想
定
さ
れ
る
問
い
、
答
え
が

複
数
あ
る
発
問
を
織
り
交
ぜ
る
。
た
だ
し
、

授
業
内
容
が
多
い
の
で
、
１
回
の
問
い
に

そ
れ
ほ
ど
時
間
は
掛
け
な
い
。
知
識
・
理

解
の
確
認
に
つ
い
て
は
１
分
程
度
、
オ
ー

プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
５
〜
10
分
程
度
の

時
間
を
与
え
て
話
し
合
わ
せ
る
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
の
さ
な
か
、
机
間
指
導

映
し
出
さ
れ
る
。
１
枚
目
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
だ
が
、
こ
ち
ら
は
貧
困
率
を
表
し
て
い

る
。
飢
餓
と
貧
困
の
違
い
は
、
先
生
が
言

葉
で
説
明
す
れ
ば
１
分
程
度
で
済
む
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
あ
え
て
そ
れ
を
し
な
い
の

は
、
生
徒
自
身
の
「
気
付
き
」
を
促
し
た

い
か
ら
だ
。「
私
が
教
え
る
の
で
は
、
単

な
る
知
識
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
な
る
だ
け
で

す
。
貧
困
と
飢
餓
は
表
裏
一
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
生
徒
自
身
に
気
付
か
せ
る
こ

と
で
、
よ
り
多
面
的
・
多
角
的
に
事
象
を

見
る
視
点
を
養
い
た
い
」
と
大
神
先
生
は

語
る
。

　

そ
の
後
、「
ボ
ツ
ワ
ナ
の
２
０
０
４
年

の
平
均
寿
命
34
歳
」「
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
失

業
率
94
％
」
な
ど
、
途
上
国
の
現
状
を
示

ペア・グループワークの際に守るべきグランドルールがプロ
ジェクター上に示される。座談会を受けての改善点の１つ。

ペアワークに際しては、最初は右の生徒、次は左の生徒というよ
うに、あらかじめ大神先生から手順が示される。

ク
ロ
ー
ズ
ド
と
オ
ー
プ
ン
の

タ
イ
ミ
ン
グ
、バ
ラ
ン
ス
が
大
切
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こ
れ
か
ら
の
授
業
と
教
師
の
役
割
│
教
え
る
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
存
在
へ

を
し
て
い
た
大
神
先
生
が
突
如
生
徒
に
マ

イ
ク
を
向
け
、
座
っ
た
ま
ま
意
見
を
言
わ

せ
る
場
面
も
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
日
の

授
業
は
、
通
常
の
２
倍
程
の
大
教
室
を
使

用
し
、
先
生
は
マ
イ
ク
を
使
っ
て
授
業
を

進
め
て
い
た
。「
通
常
の
発
表
の
よ
う
に
、

指
名
し
て
立
た
せ
る
発
表
だ
と
生
徒
は
構

え
て
し
ま
い
、
声
も
小
さ
く
な
り
が
ち
で

す
。
マ
イ
ク
な
ら
声
は
教
室
全
体
に
確
実

に
届
き
ま
す
し
、
座
っ
た
ま
ま
な
の
で
、

生
徒
も
指
名
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
ま
せ
ん
。
討
議
と
並
行
し
て
発
表
さ

せ
る
こ
と
で
、『
●
●
が
あ
ん
な
こ
と
言
っ

て
い
る
ぞ
』
と
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
議
論

を
活
性
化
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
」（
大

神
先
生
）

　

た
だ
し
、
年
度
当
初
は
ほ
と
ん
ど
オ
ー

プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
使
わ
な
い
と
い

う
。
ク
ロ
ー
ズ
ド
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
か
ら
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、
ク
ラ
ス
内
の

人
間
関
係
が
あ
る
程
度
で
き
上
が
る
１
学

期
後
半
く
ら
い
か
ら
、
徐
々
に
オ
ー
プ
ン

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
増
や
し
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
授
業
は
飢
餓
や
貧
困
、
紛

争
、
疫
病
に
悩
む
途
上
国
が

南
半
球
に
多
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
発
展
途
上

国
間
の
格
差
で
あ
る
南
南
問

題
へ
進
む
。
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ

や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
の
役
割
、
都
市

の
ス
ラ
ム
化
が
進
む
ム
ン
バ

イ
、
内
戦
で
苦
し
む
コ
ン
ゴ

や
ス
ー
ダ
ン
な
ど
の
現
状

が
、
デ
ー
タ
や
写
真
と
共
に

解
説
さ
れ
る
。
最
後
に
、「
世

界
の
紛
争
・
飢
餓
・
貧
困
な

ど
の
諸
問
題
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
、
ま
た
は
世
界
で
ど

の
よ
う
な
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、次
回
ま
で
に
「
振

り
返
り
シ
ー
ト
」
に
記
入
す
る
よ
う
指
示
。

次
の
授
業
で
グ
ル
ー
プ
討
議
と
発
表
を
行

う
こ
と
を
予
告
し
て
授
業
を
終
え
た
。

　
「
最
後
の
質
問
は
典
型
的
な
オ
ー
プ
ン

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
。
次
の
授
業
へ
の
期
待
感

を
高
め
る
た
め
に
宿
題
に
し
ま
し
た
」
と

大
神
先
生
。
次
の
授
業
で
は
、
生
徒
同
士

で
テ
ー
マ
を
決
め
さ
せ
た
上
で
グ
ル
ー
プ

討
議
を
行
い
、
い
っ
た
ん
グ
ル
ー
プ
を
解

体
。
新
し
い
グ
ル
ー
プ
内
で
考
え
を
共
有

し
た
上
で
、
元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
っ
て
振

り
返
り
を
さ
せ
る
予
定
だ
。

　
「
今
回
の
授
業
で
は
、
ル
ー
ル
に
つ
い

て
若
干
改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
は
１
人
で
し
ゃ
べ
る
生
徒
か
ら
、

『
自
分
は
こ
う
思
う
け
れ
ど
、
●
●
君
は

ど
う
で
す
か
』
と
い
っ
た
発
言
が
見
ら
れ

た
の
は
大
き
な
前
進
で
す
。
た
だ
し
、
安

易
に
他
の
生
徒
の
意
見
に
同
調
す
る
生
徒

は
何
人
か
目
に
付
い
た
の
で
、
そ
こ
は
引

き
続
き
の
課
題
で
す
。
次
回
の
振
り
返
り

は
十
分
に
時
間
を
取
り
、
討
議
の
内
容
や

発
表
を
通
し
て
課
題
意
識
が
醸
成
さ
れ
て

い
る
か
、
意
見
の
深
ま
り
は
見
ら
れ
る
か
、

知
識
が
定
着
し
て
い
る
か
を
見
て
い
く
つ

も
り
で
す
」（
大
神
先
生
）

熱心にプロジェクターを見つめる生徒たち。活動と講義がバランス良く配置されている
ため、講義部分でも上の空になる生徒はいない。

マイクを使って、座ったままの生徒にインタビュー形式で発表させた。大教室ならでは
の取り組みだが、気軽に発言できるメリットがある。

オ
ー
プ
ン
な
問
い
で
授
業
を
終
え
、

次
へ
の
期
待
感
を
醸
成
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